
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月３１日(土)、兵庫県尼崎市内にて「第１回ユースス

タディ」を総勢７８名の参加のもと開催しました。 

初開催の今回は「安全」をテーマとし、福知山線列車事 

故ご被害者対応本部の方と、中央本部羽野書記長を語り部

とした特別講話を実施しました。特別講話のあとには、昨

年９月に整備が完了した「福知山線列車事故現場 祈りの

杜」にて献花を捧げました。 

特別講話では、事故当時、遺体安置所となった尼崎市記 

念公園総合体育館で担当された経験をお話しいただき、改

めて事故の悲惨さを感じることができました。 

羽野書記長は当時、本社総支部の書記長として様々な対 

応をされた経験から、ＪＲ西労組のマスコミ対応について

や社員の心身のフォローを実施してきたことをお話しいた

だきました。 

 特別講話や祈りの杜での献花を通じて感じたことなど、

グループディスカッションで参加者のそれぞれの想いを共

有しました。参加者からは、「青年女性委員会は全員が事故

後入社であり、事故概念の見直しやヒューマンエラー非懲

戒を当たり前だと考えている社員が多いが、事故の反省の

うえに二度と事故を繰り返さないという会社の決意や、ご

被害に遭われた方々の切実な想いが反映された取り組みで

あることを学べた」など、会社の研修とは違った視点の学

習会の意義を大いに感じることができた様子でした。 

 また、労働災害にも思いを馳せ、グループ会社から始ま

った「確認ですが」の取り組みは、まだまだ現場に浸透し

ていないため、組合役員が実践し根付かせていくことで、

列車事故や労働災害を発生させない決意を固め合った。 
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